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問 1

次の連立 1次方程式を解きなさい。 −x+ 5y + 5z = 3

4x− 7y + 6z = 1

問 2

連立 1次方程式が、無数に多くの解を持つための定数 c の条件を求めなさい
x+ 2y + cz = 0

−2x− 3y − z = 0

cx+ 4y + 3z = 0

問 3

次の行列 A が逆行列を持つなら、逆行列を求めなさい。

A =

 1 0 1

2 −1 0

−2 1 1



問 4

行列 A =

a 1 0

0 a 1

0 0 a

 (aは実数とする）。このとき、

(1) A3 を計算してください。

(2) An を計算しなさい。

問 5

行列 A =

(
a b

c d

)
が A2 − 97A+ 2010E = O を満たすとき、a+ d, ad− bc の値の組をすべて求めよ。

ただし、E =

(
1 0

0 1

)
, O =

(
0 0

0 0

)
とする。


